
資料 2

福祉のまちづくり推進に向けた現状等について

第５期第２回 地域福祉計画推進委員会福祉のまちづくり部会
令和５年10月27日（金）
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１ 基礎数値

【練馬区の人口動向】（1）総人口の推移

図1

総人口は、一貫して増加しています。

第２次みどりの風吹くまちビジョン 改訂アクションプランから抜粋
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１ 基礎数値

図2

【練馬区の人口動向】（2）総人口の年齢構成比の推移

年少人口比率（△）、生産年齢人口比率（□）が低下し、高齢者人口比率（〇）、後期高齢者人口比率（◇）の比率が上昇していくことが分かります。

第２次みどりの風吹くまちビジョン 改訂アクションプランから抜粋
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１ 基礎数値

【練馬区の人口動向】（３）高齢者の人口推移

図3

高齢化率は、22％程度で推移し、令和12年以降上昇していく見込みです。
後期高齢者は、令和 11 年以降に一旦減少傾向になりますが、その後、令和 17 年から再び増加に転じ、令和 37 年（2055 年）頃にピークを迎える見込みです。

高齢者保健福祉介護保険事業計画から抜粋
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１ 基礎数値

【練馬区の人口動向】（３）要介護認定者数の推移

図４

第１号被保険者に占める要介護認定者の割合は緩やかに上昇していますが、令和12年度以降減少する見込みです。
要介護認定者のうち、何らかの認知症の症状がある方は８割弱を占めており、約半数の方が見守り等の日常生活上の支援を必要とする状況です。

高齢者保健福祉介護保険事業計画から抜粋 5



１ 基礎数値

【練馬区の人口動向】（４）障害者手帳所持者数の推移

図５

障害者の範囲拡大、高齢化社会、医療発展などにより、精神障害者の占める割合が特に増加しています。
身体障害者は微減傾向です。

練馬区区勢概要から基礎数値を抜粋し作成

障害者計画・第三期障害福祉計画（平成24～26年度）、手帳所持者調査をもとに作成
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２ 東京都の目指す方向性について

【東京都福祉のまちづくり推進計画】

年齢、性別、国籍、個人の能力等にかかわらず、全ての人が安全で安心して、かつ、快適に暮ら
し、訪れることができるユニバーサルデザインの理念に基づいたまちづくりを進めるため、福祉の
まちづくり条例第７条に基づいて、福祉のまちづくりに関する施策の総合的かつ計画的な推進を図
るための基本となる計画。
計画期間は平成 31 年度（2019 年度）から 35 年度（2023 年度）までの５年間としており、

今年度は、次期計画策定に向けた専門部会による検討がなされている。
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２ 東京都の目指す方向性について

第14期東京都福
祉のまちづくり推
進協議会資料より
抜粋
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２ 東京都の目指す方向性について

第14期東京都福祉のまちづくり推進協議会 意見具申（案）より抜粋
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２ 東京都の目指す方向性について
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２ 東京都の目指す方向性について
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２ 東京都の目指す方向性について
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２ 東京都の目指す方向性について
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２ 東京都の目指す方向性について
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２ 東京都の目指す方向性について
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３ 練馬区における取組みについて（東京都の課題と方向性に基づく整理）

１ 東京2020大会を契機として進展した当事者参画の更なる点検

〇意見聴取事業の実施
区立施設・区立公園の新築・改築の際等に、高齢者、障害者、

子育て層等の方と点検を行い、必要なバリアフリー整備等について、
ご意見を伺うとともに、しゅん工後の確認も行っている。

〇アクセスルート指定に係るまち歩き点検ワークショップの実施
駅と区立施設を結ぶ経路のバリアフリー化を進めるため、高齢者、

障害者、子育て層等の方と点検を行い、経路の選定と必要なバリア
フリー整備の検討を行っている。

２ 共生社会実現に向けた心のバリアフリーの理解促進
〇地域講座の実施
ユニバーサルデザイン等の理解を深めるため、大人向けの講座と

して実施。講義とワークをとおして、考え方や対応方法等について
学べるようにしている。

〇ユニバーサルデザイン体験教室の実施
次世代を担う子どもたちが、障害のある方等との交流を通じ、そ

れぞれの違いに気づき、考え、行動できるようにするため、小中学
校等で実施

〇各種イベントでの啓発事業実施

３ 誰でも利用目的どおりに使えるためのハード整備と連動したソフト対策の充実

〇あんしんおでかけマップの活用

〇小規模店舗改修事例集の発行（令和６年度発行予定） ※ハード整備だけでなく、ソフト面の配慮も盛り込む予定。
〇アプリを活用した案内誘導等の情報収集

・shikAI
・高度化点字ブロック
・ナビレンス
・ことばの道案内 等

既に実施している
取組の継続実施

既に実施している
取組の継続実施
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４ 鉄道駅のバリアフリー化の状況について

（１）ホームドア設置状況

都市基盤部 交通企画課 交通計画調整担当作成 都内鉄道駅のバリアフリーに関する整備状況の報告より

10万人以上駅のホームドア整備率は高くなっている。

図６
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４ 鉄道駅のバリアフリー化の状況について

（２）バリアフリールートの整備状況

都市基盤部 交通企画課 交通計画調整担当作成 都内鉄道駅のバリアフリーに関する整備状況の報告より

駅出入口からホームまで段差なく移動できる経路をバリアフ
リールートとし、その整備状況を表している。
各駅とも１ルートはほぼ確保されていることが分かる。

＜エレベーター＞
出入口幅は80㎝以上で11人乗り以上のかごであること。
乗降ロビーは車椅子が転回できる構造とすること。

＜エスカレーター＞
車いすに座ったまま車いす使用者を昇降させる場合に２枚以上の
踏段を同一の面に保ちながら昇降を、行うエスカレーターで、当該
運転時において、踏段の定格速度を30メートル以下とし、かつ、２
枚以上の踏段を同一の面とした部分の先端に車止めを設けたもの。
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